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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・カルテチェックについて～①入院票の告知時間が、診療録・フォーカスと合致していること
②北→閉鎖病棟に転出になった場合・・・

　                        ・開放処遇の制限の同意書が交わされていること

　                        ・診療録に開放処遇の制限がされる説明が記載されている
③隔離室入室・退室時,身体拘束の時間のDrの説明がされていること

　                         指示箋の時間が診療録・フォーカスと合致していること
④電話制限・面会制限について、Drの説明がされていること

以上の点を追加で確認を済ませてください。
③④については、行動制限最小化委員会→台帳に記載されているので、確認しながらすすめてください。
・管理日誌について…日誌の記録間違いが続いています。回覧する際、印刷する時は十分に気をつけて下さい。

・緊急連絡網を更新しています。病棟配属になっているコメディカルチーム・スタッフも連絡網に入っていますので、各自確認お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・中島　純子様～本人様より6/12　9:30～6/13　16:00まで外泊希望あり、主治医より許可を得ています。又、昨日肩こり訴え、リンプラールが臨時処方となっていましたが、本人様より、臨時処方(1日3回各食後)では無く頓服処方として出して欲しいとの訴えあり、その旨　主治医へ報告しています。主治医より、そのまま臨時処方の形を継続し、服薬しない場合は、廃棄箋で対応するよう指示受けています。

＜自己服薬管理評価・検討＞

・戸賀沢　潔様～6/7の就床前薬服薬時、チェック忘れありました。引き続き、服薬状況及びチェック忘れの有無について確認していきましょう。

＜盛田CPより＞

・梅木　奏利様～注文していた薬物依存についての本が数冊届いています。アルコール依存症のテキストと含めて今後のプログラム内容を検討していき、月曜日までに盛田CPが作成予定としています。又、ご家族様にも、薬物依存の本について購入依頼していますが、病棟に持って来た場合は本人に渡さず、スタッフで預かり盛田CPへ連絡して下さい。

＜川端Drケースカンファ＞

・江刺家　陽輝様～保護者への依存心がまだ強い為、今後自立し一人でも生活出来るよう

　　　　　　　　　訓練していく必要があります。また、爪周囲炎について改善されない為、他科受診をスタッフ付き添いで行うよう指示あり、保護者から許可を得ている事情報提供しています。

・四戸　冷子様～運動プログラムを作成し運動を行うよう指示あり、プログラム作成して

います。プランに従い、運動を体育館で行って下さい。また、栄養士と

時間の調整をし、回数を決め、栄養指導を行って下さい。

・梅木　奏利様～下総精神医療センターへの転院の話しは、問診で状況を見て主治医から


説明をする方針です。また、父様が差し入れで本を持ってきた場合は、そ

のまま、本人様へ渡すのではなく、一度預かり、主治医へ確認をし渡し

て下さい。

・曽我　正子様～決められた日にち以外での電話要求が頻回にあった旨情報提供してます。

　　　　　　　　主治医より決められた日にち以外は電話させないようにとの事です。

・山下　拓也様～先週問診後、強いイライラ感を訴え薬を早く飲みたいと訴えられていま

したが、横になる事で落ち着き、以降イライラ感無く経過している事を

情報提供しています。

・庭野　弘樹様～現在、自己臭に関する訴えやイライラ感無いですが、表情の硬さが続い

ている(仮面様顔貌)事情報提供しています。主治医より退院は、2週間

後を目途として行く方針との事です。

＜川端Dr診察報告＞

・佐々木　淳様～気分が高揚している事を指摘しています。また歩行訓練を毎日行い体重

を落とす必要がある事、転倒の予防にもなる事を説明しています。

アスパラ、酢の物、ブロッコリーの制限希望されていますが、主治医よ

り、ただの好き嫌いである為、頑張って食べるように説明を受けていま

す。

・江刺家　陽輝様～他科受診はスタッフサイドで日程調整を行う事、当院の皮膚科受診は

一旦中止にする事説明しています。

・四戸　冷子様～食事について量を増やして欲しいと筆談で訴えています。主治医より


主治医より糖尿病である為、食事の量は増やせない事説明しています。

　　　　　　　　エビリファイ(6)1T(抗精神病薬)、アマリール(1)1T(経口糖尿病薬)


ジャヌビア(50)1T(経口糖尿病薬)　1×朝食前臨時処方となっています。

　　　　　　　　主な指示：①6/14(月)血糖値日内変動(7:30　10:00　11:30　14:00　17:30　20:00　24:00)を実施するよう指示受けています。

　　　　　　　　　　　　　②退院日日程は決まっていませんが、退院後、青風荘の対象になるか山田SWへ確認するよう指示受けています。

・岡田　石子様～食事の残食見られていますが、本人様より「ただ体調が悪くて食べれな

かった」と話されています。

・宮本　建蔵様～夜間、足首の横がピクピクして熟睡感が無いと話されています。


主治医より経過観察の指示受けています。

・羽立　和子様～本日の検尿検査にて白血球2+の為、クラビット(500)1T(抗菌製剤)　1×

夕食後　4日分臨時処方となっています。

　　　　　　　　排尿時痛、頻尿は無いとの事ですが、引き続き観察して下さい。

　　　　　　　　主な指示：6/14(月)検尿の指示受けています。

・源波　明美様～幻聴について「心理検査中も囁かれるようにあってひどいです。落着か

なくてじっと座っている事は出来ない」と話されています。

外泊は許可となっていますが、調子が悪い時は無理をしないよう説明受

けています。


①タスモリン(1)6T(パーキンソン治療薬)　前回より2T増　(2-0-2-2) 


②リボトリール(0.5)2T(抗けいれん薬)　ジプレキサ(10)2T(抗精神病薬)


③ロナセン(4)2T(抗精神病薬)　今回より増　

　　　　　　　 ④ロンフルマン(0.25)1T(催眠薬)　ハルラック(0.25)1T(催眠薬)1×vds

　　　　　　　　本日夕食後薬より7日分臨時処方となっています。

・庭野　弘樹様～作業や病棟では自己臭は気にならないが、外泊でバスを利用した際少し


気になったと話されています。主治医より退院は2週間後を目途とし、そ

の間、外泊訓練は2､3回実施する様説明受けています。バスを利用して

も気にならなくなる様、トレーニングするよう説明受けています。

主な指示：①保護者へ退院まで2週間を目途とする為、その間2､3回外泊訓練を1泊でも良いので実施して欲しい事。主治医不在時には在院医より指示を仰ぐよう指示受けています。


⇒準夜帯で保護者へ連絡し6/11面会の際、決め外泊願

いを提出するとの事

　　　　　　　　　　　　　②山田SWへその旨情報提供し入院期間中、うみねこ幸房の体験利用は可能か確認を取るよう指示受けています。

・高阪　博英様～シアナマイド服用中、顔が火照り、腕などが痒くなったと話されてい

ますが、入院期間中飲んでいたいとの希望があり、継続処方となってい

ます。
また、会社に入院している事を話せず、胸のあたりがもやもやし

ていたが、外泊中に話せた事ですっきりしたと話されています。

・梅木　奏利様～「他の大学を受けたいという気持ちの焦りがある」と話されています。

主治医より、薬物内服の期間や量からしても決して軽くは無く薬物依存

について簡単に治ると思わないほうが良い事、もし今のまま退院したら、

再び薬に手を出し、廃人になり治らなくなる事、今の時期の治療が一番

大事である事を説明しています。


当院では薬物依存の治療を専門的に行っていない為、千葉県の下総精神医

療センターで専門的な治療を受けた方が良い事、但しベッドが空くまで

　　　　　　　　2ヶ月程掛かるまで、その間、アルコール依存症と薬物依存症について


勉強して頂く事も合わせて説明しています。


主な指示：保護者(父様)へ6/21(月)16:00面談可能か確認し可能であれば

　　　　　　　　　　　　主治医当てにメールをする様指示受けています。

⇒準夜帯確認し可能との事です。

＜OT評価・検討＞

・石橋　正志　様～現在、本人様へ計算ドリルとファイルを渡し、病棟にて作業を行って頂いています。Bグループの作業時間内で行っていく事とし、用紙が無くなった場合はスタッフが用紙を持ってくる事としています。取り組み状況について観察していきましょう。

・梅木　奏利　様～今週作業療法が導入となっています。入院の経緯については覚えていない様子で、曖昧な発言聞かれています。今週は体を慣らし、時間内参加できる事を目標としており、来週より再度作業内容について話し合い、検討していく予定です。

・江刺家　陽輝様～今後、作業室にあるドリルを使用し勉強を予定しています。始めは勉強の仕方を学び、継続していく事を目標としており、基礎的な内容から、徐々にレベルを上げていく予定です。途中で本人様より頭痛等の身体不調の訴えが聞かれる事が予想される為、少しずつでも継続して行けるよう関わりを持っていきます。行った内容については一覧表に記入し目に見て分かりやすくしていき、継続できた場合はドリルを個人購入し自己学習出来るよう検討していきます。

